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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉
　17：30　１．点　鐘……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

	 ４．ゲスト紹介……米山奨学生　

グエン　コン　カン さん

	 ５．会長挨拶並びに会長報告

	 ６．幹事報告

	 ７．出席報告

	 ８．委員会報告

	 ９．ニコニコボックス報告

	 10．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（８／３）……クラブフォーラム

	 　　　　　　　 （会員増強委員会）

	 　　　　　　　  地区会員増強委員会

	 　　　　　　　  　委員　船橋　直昭  様

（名古屋南 RC）

	 　　　　　　　 （紹介者　宮地　秀将  会員）

	 　（８／10）……

	 　　休　会（定款第７条第１節（d））

	 11．点　鐘……〈会　長〉

	 12．閉会宣言

２．クラブ協議会………〈司会：幹　事〉

　17：45	 １．開会の言葉……〈会　長〉

	 ２．直前会長挨拶

	 ３．報告事項

	 　　①前年度の事業報告並びに決算報告

	 	 〈前幹事及び前会計〉

	 　　②会計監査報告	 〈前会計監査〉

	 　　③細則・運用規定　〈幹　事〉

	 　　④その他

　17：55　４．閉会の言葉並びに諸事ご案内…〈幹　事〉

３．懇親会………〈司会：親睦活動委員会〉

　18：05	 １．開会の言葉……〈司　会〉

	 ２．挨　拶…………〈会　長〉

	 ３．乾　杯…………〈直前会長〉

	 ４．食事・歓談

	 ５．アトラクション

	 ６．「手に手つないで」

	 ７．閉会の挨拶……〈クラブ奉仕委員長〉

　19：30	 ８．閉会の言葉……〈司　会〉

ゲ ス ト

米山奨学生　グエン　コン　カン  さん

出 席

会員総数　95名　　出席免除　23名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　82名

欠　席　11名　　出席率　86.59％

前々回（７／６）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）７月16日㈭、三甲ゴルフ倶楽部京和コースにて７

月度ゴルフ同好会が開催されました。グロス84、ネッ

ト69.0にて塚本幸夫会員が優勝されました。

２）７月26日㈰、刈谷万燈祭に行き、本部を表敬訪問

してまいりました。
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会 長 あ い さ つ

伊藤　節夫

　夏になると、街路樹から賑やかな

セミの声が響いてまいります。あの

声を聞くと、「今年も夏が来た」と

感じる方も多いでしょう。しかし、

セミの一生を知ると、その鳴き声の

裏に、実は長く静かな時間が流れて

いることに気づかされます。本日は、

セミの一生を通して、生き方について少し考えてみたい

と思います。

　セミの命は、地中での長い幼虫期と、地上での短い成

虫期から成り立っています。私たちが目にする成虫の姿

はわずか２～３週間ですが、幼虫として土の中で過ごす

時間は１年から５年にも及びます。つまり、セミの一生

の大半は、誰にも見られない暗い土の中で、ひたすら成

長する時間なのです。

　私たちの人生にも、これと似た側面があります。私た

ちが何かを成し遂げるとき、その成果が人の目に触れる

のはほんの一瞬です。しかし、その裏には、誰にも見ら

れない努力や準備、悩みや試行錯誤が積み重なっていま

す。セミが長い地中生活を経て、ようやく地上に出てく

るように、私たちもまた、目に見えない時間の中で自分

を育てているのだと思います。

　夏が来ると、セミの幼虫は地上へ出て、木を登り、背

中を割って羽化します。白く柔らかい体がゆっくりと固

まり、色づき、成虫としての姿を整えていきます。暗い

時間帯に羽化するのは、外敵から身を守るためです。静

かな夜の中で、セミは自分の人生の「本番」に向けて最

後の準備をしているのです。

　人間にも、こうした「羽化の瞬間」があります。新し

い仕事に挑むとき、家族を支える決意をしたとき、ある

いは地域のために一歩踏み出すとき。周囲には見えない

ところで心を整え、覚悟を固め、ようやく一歩を踏み出

す。その姿は、まさに羽化を終えたセミのようです。

　成虫になったセミは、短い時間を全力で生きます。オ

スは力強く鳴き、メスは次の命をつなぐために産卵しま

　　　　　　

す。わずか２～３週間という限られた時間ですが、その

中で自分の役割を果たし、命をつないでいきます。

　私たち人間の人生は、セミよりずっと長いものです。

しかし、限られた時間の中で自分の役割を果たし、誰か

のために力を尽くすという点では、セミと同じです。ロー

タリーの奉仕の精神もまた、「短い時間をどう生きるか」

という問いに通じるものがあります。

　セミの声を聞くとき、私たちはその背後にある長い準

備の時間、そして短い本番の時間を思い浮かべることが

できます。自然の営みは、私たちに多くのことを教えて

くれます。 「見えない努力があってこそ、見える成果が

ある」 「限られた時間だからこそ、役割を果たすことに

意味がある」 セミの一生は、そんなメッセージを静かに

伝えてくれているように思います。

　セミの一生と人間の生き方を重ね合わせてお話しさせ

て頂きました。セミの声を耳にしたとき、少しだけ自分

の人生の歩みを振り返るきっかけになれば幸いです。

７月度刈谷 RC ゴルフ例会

令和８年７月16日㈭

於：三甲ゴルフ倶楽部　京和コース

	 成　績	 氏　名	 Ｇ	 Ｈ	 Ｎ

	 優　勝	 塚本　幸夫	 84	 15.0	 69.0

	 ２　位	 盛田　豊一	 78	   7.8	 70.2

	 ３　位	 中島　　亮	 87	 15.6	 71.4

	 Ｂ　Ｂ	 中林　久美	 113	 34.8	 78.2

懇 親 会

乾杯挨拶
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アトラクション

アトラクション

手に手つないで

歓談


